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目的　 第49 回、第50 回の本大会で、人々の集まりにおいて、服装が場の雰囲気に場違

いと感じるかどうかを人形モデル実験によって検討し、報告した。これまでは、日本の服

装による日本人の場違い感のみについて検討してきたが、果たして異国ではこの「場違
い」という感情はあるのかどうか、また異国の服装との集まりの中では、場違い感はどの

ようになるのかなどを、隣国の韓国を対象として比較研究を行った。

方法　 前回の報告と同様、2種類の服装SI 、服装S2 で構成する人形36 体を3.24ni のス

ペース上にランダムに配置して人の集合モデルをつくり、この2種類の服装の着装比率を

変えながらスライド撮影し、それを提示して場違い感の評価実験を実施した。この場合、

集合だけの効果をみるために、無背景であるグレーの空間を設定した。服装の種類は日韓

比較のために代表的な民族衣装の「着物」「韓服（チマ・チョゴリ）」を用い、他に日常的

な「紺スーツ」「ジーンズ」の４種類とした。実験は、日本人の女子大学生99 名を対象に

平成12 年7月に実施し、韓国人の女子大学生67 名を対象に同年9 月に実施した。

結果　 今までの先行研究と同様、今回の日韓両者とも、集合の中で自分と同様の服装

が増加すると、その場違い感は減少しており、「場違い感」とは、日本人の感情だけのも

のではないことがいえる。ただし、今回の実験では全体的に韓国人のほうの場違い感はや

や低い結果となった。これは、個々の服装に対するイメージが両国の間で相違していると

ころがあり、そのため、集合内の2種の服装間のイメージの格差が両国で異なり、今回の
場違い感の日韓の差となっていると考えられる。
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目的　これまで着装によって生起する恥ずかしさ意識や快活さ意識について研究を行っ
てきたが、今回は恥ずかしさ意識を構成する因子のーつである場違いの意識を取り上げ、

その構造を明らかにするとともに服装行動との関連性などについても検討する。
方法　まず自由記述法により、女子学生を対象に、｢場違い感を生起する服装｣ につい

て意見の収集を行い、整理・分類して40 種の服装を選定した。この40 種の服装について
の質問項目をもとに予備調査を行い、因子分析によって20 項目の場違い意識測定項目を
求めた。本調査では279  名の女子学生を対象に、場違い意識測定尺度20 項目、およびこ

れと合わせておしゃれ志向尺度15 項目、服装規範尺度15 項目、好みの服装18 項目、ラ
イフスタイル28 項目について５～７段階で評定を求めた。調査時期は2000 年12 月であ
る。分析には相関分析の方法を用いた。合わせて被験者の場違い意識項目の合計得点を求

め、得点数の高・低のグループ間で服装行動やライフスタイルに違いがあるかをみるため
ｔ検定を行った。

結果　着装によって生起する場違い感の意識は、第１因子( フォーマルな場所に普段着

の服装)、第２因子( 公的な場所に肌の露出する服装)、第３因子( 機能性を無視した服装)
から成る。相関分析結果では、場違い感の意識は服装規範意識と正の相関が認められた。
おしゃれ志向意識、好みの服装およびライフスタイルとの間にはほとんど関連は認められ

なかった。また服装規範意識項目の合計得点が高いグループは、低いグループに比べ、場
違い意識を構成する３因子全てについて評定平均値が高く、有意差が認められた。
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